
秋の文化祭・わいわい市場
戦没者追悼式で恒久平和を誓う
消防団員の募集

木曽ッザニアが開催されました
二十歳のつどいのご案内

秋の文化祭・わいわい市場
戦没者追悼式で恒久平和を誓う
消防団員の募集

木曽ッザニアが開催されました
二十歳のつどいのご案内

主な内容主な内容

12

7

4

9

3・2
人　口

世帯数 2,691世帯（前月比－3）

5,876人　（前月比－5）
3,093人　（前月比－2）男
2,783人　（前月比－3）女

木曽岬町の人口と世帯数

木曽岬チャンネル
（木曽岬町公式YouTube）

11月1日現在

登録は簡単で、どこにいても町の
情報が確認できます。

【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス

チャンネル登録お願いします。
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１１
月
２
日（
日
）に
木
曽
岬
町
役
場
及
び
町
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
木
曽
岬
町
文
化
協
会
主
催
に
よ

る
「
秋
の
文
化
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
見
事
な
秋
晴
れ
と
な
り
絶
好
の
文
化
祭

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
ホ
ー
ル
で
は
、
小
学

５
年
生
に
よ
る
合
奏
と
合
唱
を
皮
切
り
に
コ
ー
ラ

ス
や
ウ
ク
レ
レ
な
ど
１１
の
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表

が
行
わ
れ
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
階

の
木
曽
岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
文
化
協
会
に
加
盟

す
る
陶
芸
や
生
け
花
、
書
道
な
ど
の
文
化
団
体
の

ほ
か
、
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

ら
に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
多
く
の
方
々
に
鑑
賞

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
パ
ソ
コ
ン
工
作
体
験
教
室
や

ホ
リ
デ
ー
教
室
も
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
午
後
か
ら

は
図
書
館
に
て
「
と
し
ょ
か
ん
フ
ェ
ス
タ
」
も
開

か
れ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
や
ギ
タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
な
ど
様
々
な
楽
器
の
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
も
わ
い
わ
い
市
場
が
役
場
前
で

同
日
に
開
催
さ
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
マ
ル
シ
ェ

の
ほ
か
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
や
ミ

ニ
四
駆
作
り
コ
ー
ナ
ー
が
出
店
さ
れ
、
大
勢
の
親

子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

秋の文化祭秋の文化祭秋の文化祭秋の文化祭
わいわい市場わいわい市場わいわい市場わいわい市場 Ｉ

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

わたしたちの
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いわい市場わいわい市場わ

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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きそさき
INFORMATION

「私の地元応援募金」を寄付「私の地元応援募金」を寄付「私の地元応援募金」を寄付
明治安田生命保険相互会社様より
　地域住民の皆様の健康づくりや暮らしの充実に向けた自治体や地域
の団体との協働取組みの一助となればと明治安田生命保険相互会社様
からご寄付をいただきました。
　寄付金につきましては子育て支援で活用させていただきます。
　ありがとうございました。

戦没者追悼式で恒久平和を誓う戦没者追悼式で恒久平和を誓う

●
対  

象  

者

•
申
請
時
に
木
曽
岬
町
に
住
所
を
有
し
て

　
い
る
方

•
が
ん
の
治
療
を
受
け
た
方
ま
た
は
現
に

　
受
け
て
い
る
方

•
過
去
に
本
事
業
お
よ
び
三
重
県
内
の
市

　
町
が
実
施
す
る
事
業
に
よ
り
補
助
を
受

　
け
て
い
な
い
方

●
対
象
経
費

•
ウ
ィ
ッ
グ
、
頭
皮
保
護
用
ネ
ッ
ト

•
乳
房
の
補
正
下
着
や
補
正
パ
ッ
ド
等
の

　
乳
房
補
正
具　
な
ど

　

※

購
入
か
ら
１
年
以
内
の
も
の

●
助  

成  

額

•
上
限
２
万
円
ま
で

●
対  

象  

者

•
申
請
時
に
木
曽
岬
町
に
住
所
を
有
し
、

　
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
点
に
お

　
い
て
４０
歳
未
満
の
方

•
が
ん
患
者
（
医
師
が
一
般
的
に
認
め
ら

　
れ
て
い
る
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
回
復

が
ん
の
療
養
生
活
で

必
要
な
経
費
の
助
成
が

あ
り
ま
す

①
が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等

　
購
入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

②
若
年
が
ん
患
者
（
４０
歳
未
満
の

　
方
）
に
対
す
る
在
宅
療
養
支
援

　
補
助
の
助
成
に
つ
い
て

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

　11月15日（土）、先の大戦における戦没者に対し追悼
の誠を捧げるとともに、恒久平和を祈念するため、木曽
岬町民ホールにおいて「木曽岬町戦没者追悼式」が執り
行われました。
　式典には、尊い犠牲となった戦没者の遺族などが参列
しました。
　町長が式辞を述べた後、ご臨席いただいた方々から追
悼のことばをいただき、中学生代表は、平和学習から過
去の悲惨さを学び、平和の尊さを次の時代へ伝える決意
を新にし「戦争というものはとても恐ろしいものです。
そんな戦争の恐ろしさ、醜さを忘れず、もう二度とその
ようなことが起こらないよう後世に伝えることをここに
誓います。」と力強く誓いました。
　このあと、参列者全員が白菊の献花を行い、戦没者の
冥福を祈り恒久平和への思いを新たにしました。
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の
見
込
み
が
な
い
状
態
に
至
っ
た
と
判

　
断
さ
れ
た
方
）

•
他
の
制
度
に
お
い
て
同
等
の
補
助
ま
た

　
は
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

●
対
象
経
費

　
⑴
訪
問
介
護

　
⑵
訪
問
入
浴
介
護

　
⑶
福
祉
用
具
貸
与

　
　
（
車
い
す
、特
殊
寝
台
、手
す
り
な
ど
）

　
⑷
福
祉
用
具
購
入

　
　
（
腰
掛
便
座
、
入
浴
補
助
具
な
ど
）

●
助  

成  

額

　
１
月
あ
た
り
合
計
額
ま
た
は
購
入
合
計

　
額
の
９
割
（
上
限
額
設
定
あ
り
）

　
詳
し
く
は
、
子
ど
も
・
健
康
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
申
請
書
類

と
共
に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

〈
申
請
先
、
問
合
せ
先
〉

　
子
ど
も
・
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
６
８
│
６
１
１
９

●「
１
月
末
ま
で
が
ん
検
診
が
受
診
で
き

　

ま
す
」

　
令
和
８
年
１
月
３１
日
ま
で
、
町
内
医
療

　
機
関
に
て
、胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
・

　
前
立
腺
が
ん
検
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
受
診
し
て
い
な
い
受
診
希
望
の

　
方
は
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
伊
藤
医
院　
☎
６
８
│
３
３
８
０

　
＊
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
の
み

　
伊
勢
湾
岸
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
６
８
│
７
２
３
０

　
が
ん
検
診
に
お
い
て
、「
要
精
密
検
査
」

　
の
場
合
は
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

　
い
。

●
問
合
せ
先

　
子
ど
も
・
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
６
８
│
６
１
１
９

●
対  

象  

者

　
昭
和
３５
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
３６
年
４

　
月
１
日
生
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　
ン
定
期
予
防
接
種
未
接
種
の
方

●
接
種
期
間

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
ま
で

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
自
己
負

　
担（
８
，０
０
０
円
以
上
）に
な
り
ま
す
。

●
接
種
回
数

　
１
回

●
接
種
費
用

　
２
，
５
０
０
円
（
自
己
負
担
金
）

●
持
参
す
る
も
の

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
診
票
、
自
己
負
担

　
金
、
マ
イ
ナ
保
険
証

※

予
診
票
を
紛
失
し
た
方
は
、
子
ど
も
・

　
健
康
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

　
町
内
（
伊
藤
医
院
・
伊
勢
湾
岸
ク
リ
ニ

　
ッ
ク
）
又
は
桑
名
市
・
弥
富
市
等
（
旧

　
海
部
郡
）
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

海
南
病
院
で
は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
対  

象  

者

　
令
和
７
年
度
中
に
、次
の
年
齢（
６５
歳
・

　
７０
歳
・
７５
歳
・
８０
歳
・
８５
歳
・
９０
歳
・

　
９５
歳
・
１００
歳
以
上
）
に
な
る
方
で
、
高

　
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接

　
種
未
接
種
の
方
（
４
月
に
案
内
と
予
診

　
票
送
付
し
て
あ
り
ま
す
）

●
接
種
期
間

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
ま
で

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
自
己
負

　
担
に
な
り
ま
す
。

●
自
己
負
担
金
及
び
接
種
回
数

•
生
ワ
ク
チ
ン

　
２
，
５
０
０
円×

１
回　

•
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン

　
６
，
０
０
０
円×

２
回　
　
　
　

●
持
参
す
る
も
の

　
令
和
７
年
度
高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
診
票
、

　
自
己
負
担
金
、
マ
イ
ナ
保
険
証

※

予
診
票
を
紛
失
し
た
方
は
、
子
ど
も
・

　
健
康
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

　
町
内
（
伊
藤
医
院
・
伊
勢
湾
岸
ク
リ
ニ

　
ッ
ク
）
又
は
桑
名
市
・
弥
富
市
等
（
旧

　
海
部
郡
）
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

海
南
病
院
で
は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
対  

象  

者

　
小
学
６
年
女
子
〜
高
校
１
年
女
子
で
子

　
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
未
接
種
の
方

　
（
過
去
に
予
診
票
送
付
し
て
あ
り
ま
す
）

●
接
種
期
間

　
高
校
１
年
の
３
月
３１
日
ま
で
（
高
校
１

　
年
女
子
は
、
最
後
の
機
会
で
す
）

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、全
額
自
己
負
担

　
（
１
回
３
０
，０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。）

●
接
種
回
数

　
３
回
（
最
短
で
も
接
種
完
了
ま
で
４
か

　
月
か
か
り
ま
す
。
今
月
中
の
１
回
目
接

　
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
費　
　

用

　
無
料

●
持
参
す
る
も
の

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
予
診

　
票
、
マ
イ
ナ
保
険
証

※

予
診
票
を
紛
失
し
た
方
は
、
子
ど
も
・

　
健
康
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

　
町
内
（
伊
藤
医
院
・
伊
勢
湾
岸
ク
リ
ニ

　
ッ
ク
）
又
は
桑
名
市
・
弥
富
市
等
（
旧

　
海
部
郡
）
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

海
南
病
院
で
は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

　
子
ど
も
・
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
６
８
│
６
１
１
９

令
和
７
年
度
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
未
接
種
の
方
へ

令
和
７
年
度
高
齢
者
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
未
接
種
の
方
へ

令
和
７
年
度
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

未
接
種
の
方
へ

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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福祉タクシー券を利用できる
タクシー事業者が増えました！
福祉タクシー券を利用できる
タクシー事業者が増えました！

　令和7年12月1日より、高齢者等福祉タクシー券を利用できる事業者として新たに、「福祉タクシ
ーふくよし」が加わります。「福祉タクシーふくよし」は乗降地どちらかが北勢交通圏の場合にご利
用いただけるタクシー会社です。
　タクシー券の申請や利用については役場福祉課までお問合せください。

問合せ先／木曽岬町役場福祉課　☎68-6104

●乗降地のどちらかが名古屋交通圏の場合
　名古屋近鉄タクシー　　☎0570－04－3833
　しんご福祉タクシー　　☎080－5158－3606
　福祉タクシーうたたね　☎070－8959－3772

●乗降地のどちらかが北勢交通圏の場合
　三重近鉄タクシー　　　☎0594－22－0268
　三交タクシー　　　　　☎0594－22－1500
　名鉄四日市タクシー　　☎0570－023－003
　介護タクシー大福　　　☎080－5702－0008
　福祉タクシーふくよし　☎080－8251－7364

利用できるタクシー事業者

令和7
年12月

より

令和7
年12月

より

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

　
当
町
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
要
件
を
満
た
す
方
で
、
税
の
申
告

の
際
に
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
」
及

び
「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

但
し
こ
の
控
除
は
要
介
護
認
定
を
受
け

　
て
い
れ
ば
必
ず
対
象
に
な
る
と
は
限
り

　
ま
せ
ん
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
で
、
税
の
申

告
な
ど
で
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申

告
に
必
要
な
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対  

象  

者

　
６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

　
を
受
け
た
方
ま
た
は
そ
の
方
を
扶
養
し

　
て
い
る
方

●
注　
　

意

　
認
定
書
は
、
要
介
護
認
定
情
報
に
基
づ

　
い
て
お
り
ま
す
が
、
介
護
認
定
と
障
害

　
者
控
除
の
認
定
の
基
準
は
同
じ
も
の
で

　
は
な
く
、
結
果
は
必
ず
し
も
比
例
す
る

　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

　
認
定
書
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神

　
保
健
福
祉
手
帳・療
育
手
帳
の
交
付（
要

　
件
）
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
次
の
方
は
、
確
定
申
告
や
住
民
税
の
申

告
な
ど
で
、
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に

必
要
な
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
の

「
確
認
書
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対  

象  

者

　
①
寝
た
き
り
で
、
医
師
か
ら
６
カ
月
以

　
　
上
お
む
つ
の
使
用
を
認
め
ら
れ
た
方

　
②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
　
お
り
、「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
ま

　
　
た
は
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の

　
　
「
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
た
方

　
対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類

●
問
合
せ
先

　
福
祉
課　
☎
６
８
│
６
１
０
４

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
へ

１
． 要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
も

 

障
害
者
控
除
の
対
象
に

２
． お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の

 

対
象
に

３
． 申
請
に
必
要
な
書
類
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令和7年の消防出初式の様子

木曽岬町消防出初式木曽岬町消防出初式木曽岬町消防出初式
令和8年

　新春恒例の消防出初式を開催します。今年から町
民ホールでの屋内開催に変更となります。一般来場
者の方もご覧いただけますのでぜひ、ご来場くださ
い。
　また、一斉放水は例年同様、式典終了後に小学校
グラウンドで実施します。

日時 令和8年1月18日㊐ 午前10時
場所 町民ホール

木曽岬町消防団員の募集

木曽岬町消防団では団員を募集しています。

　木曽岬町消防団では、災害時の活動はもちろんのこと、平常時においても様々な訓練や講習に取り組
んでおり、その一部をご紹介いたします。

（入団条件）
•木曽岬町に住所を有する方または近郊に居住する方及び勤務する方で、年齢が20歳以上の方（性別
　は問いません）

　消防団について、もっと知りたい方、消防団員になりたい方は、是非、木曽岬町役場危機管理課
（☎68-6101）までご連絡ください。

4月　辞令交付式・規律教養訓練 5月　火災時指揮系統訓練・ロープワーク訓練

6月　普通救命講習 12月　火災想定訓練
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「可燃ごみ」の減量についてのお願い「可燃ごみ」の減量についてのお願い「可燃ごみ」の減量についてのお願い
　令和６年度に町で回収されたごみ量は約
1,125トンでした。そのうち可燃ごみは約974
トンで、全体の約87％を占めています。
　ごみ処理施設に搬入される「可燃ごみ」の
ごみ質を分析調査したところ、紙・布類が約
45％、次いでビニール・樹脂・皮革類が約20％、
厨芥類が約16％、含まれていました。

①紙類は資源ごみとして分別しましょう。
　新聞紙、チラシ、雑誌雑紙、飲料用紙パック、段ボール類は「資源ごみ」としての回収にご協
　力お願いします。
②厨芥類（生ごみ）は水切りをしましょう。
　厨芥類（生ごみ）のうち約80％は水分です。仮にこの水分の10％を減らすことができれば、約
　13トン減ることになります。
　厨芥類（生ごみ）の水分を減らせば、ごみの減量や処理費用の軽減につながるだけでなく、ごみ
　袋からの汁漏れや臭いの発生を抑制するなど、衛生面でも効果がありますので、「厨芥類（生ご
　み）」を出す前のひと絞りにご協力をお願いします。

　また、町では、家庭から排出される生ごみの減量化のため、家庭用の生ごみ処理機及びコンポスト
容器購入者に対し、補助金を交付しています。
　積極的に活用し、生ごみの減量化にご協力をお願いします。

●対  象  者／木曽岬町に住民登録されている方
　　　　　　（前回の交付決定の日から7年以上経過後に２回目の申請ができます）
●申請方法／領収書を添付の上、申請書を役場住民課に提出してください。
　　　　　　（申請書は町のＨＰからもダウンロードできます）
●問合せ先／住民課　☎６８－６１０３

紙・布類 44.6%

厨芥類 16.4%

木・竹・
わら類 12.7%

不燃物類 1.9%
その他 4.5%

令和６年度「可燃ごみ」ごみ質分析の１年間の平均グラフ

可燃ごみを減らすために

種類 電気式生ごみ処理機
１台／回

上限 20,000円

コンポスト容器
２基／回

上限 4,000円／基
申請できる台数
補助金額

※いずれも購入金額の1/2以内となります。

ビニール・樹脂・皮革類 19.9%
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　令和8年3月15日（日）開催予定の「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2026」では、出店・出演・作品展への
参加を募集します！
　参加を希望される方は、指定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記期限までに提出してください。申込用紙は、
出店、出演は産業課、作品展は教育委員会の備え付けのものを利用していただくか、町HPから印刷できます。
　申し込まれた方には後日開催の「参加者打合せ会」にて詳細を説明します。
　（参加者打合せ会開催予定日：令和8年2月中旬～ 3月上旬頃）
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伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2026に参加しませんか？

☆ 出店 ☆
●会　場／庁舎駐車場（予定）
●提出物／出店申込書
　　　　　誓約書
　　　　　露店等出店申込書・
　　　　　同意書

☆ 出演 ☆
●会　場／庁舎駐車場
　　　　　（ステージ）
●提出物／出演申込書
　　　　　誓約書

☆作品展への出展☆

●会　場／木曽岬ステーション（予定）
●出展物／手芸品、工芸品、絵画等
●提出物／展示申込書

自慢の作品を展示して、
　　会場を彩りませんか？

●開催日時／令和8年3月15日（日）　午前9時～午後3時
●申込期限／ 12月12日（金）　午後5時まで
●問合せ先／出店・出演　　役場産業課　☎68－6105
　　　　　　作品展　　　　教育委員会　☎68－1617

※町内の在住者・勤務者・団体限定となります。
※会場の都合上、出店・出展場所の指定等は出来ません。また、申込数によってスペース等のご希望に　添えないことがあります。
※飲食物を扱う出店者については、桑名保健所へ必要な申請を行ってください。
※時間、内容等により出演時間の短縮等を行う場合があります。　

　令和4年4月から成人年齢が18歳に引き下げられましたが、木曽岬町では人生の
節目としての成人式に代わる式典を20歳の方を対象に開催しております。本年度の式典
は下記のとおりですので、ご案内申し上げます。
　また、対象者様へ11月中に案内通知を発送しておりますが、まだ届いていない方は教育委員会へお問
い合わせください。

●対  象  者／平成17（2005）年4月2日～平成18（2006）年４月１日生まれの方
　　　　　　①現在木曽岬町在住の方
　　　　　　②木曽岬中学校を卒業された方で、現在本町以外の市区町村にお住まいの方
　　　　　　※②の方は、教育委員会にお問い合わせいただきますようお願いします。
●日　　時／令和8年1月10日（土）　午前10時30分から
●場　　所／木曽岬町民ホール　※式典後に引き続き出席者全員の記念撮影を行います。
●問合せ先／教育委員会　☎68-1617

令和8年
『木曽岬町二十歳のつどい
　　　　　　　　（旧名称：成人式）』のご案内

令和8年
『木曽岬町二十歳のつどい
　　　　　　　　（旧名称：成人式）』のご案内

は た ち

教育委員会
☎68-1617

問合せ先
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大会結果報告

　10月19日（日）にヤマモリ体育館武道場（桑名市）で開催された「第８回ゆめはまカップ」と
11月３日（月）に同会場で開催された「第62回桑名市民スポーツ大会柔道競技・第52回桑名
地区柔道大会」において、木曽岬町スポーツ少年団柔道教室の皆さんが下記の通り好成績を収め
られました。
　今後の更なる活躍を期待します。

　11月9日（日）に体育協会主催の“第57回町内バレーボール大会”が
町体育館で開催されました。6チームが参加した男子の部は、3チームず
つ2グループに分かれ総当たり戦を行い、その後、同じ順位同士での順
位決定戦を行いました。また、女子の部には4チームが参加し総当たり
戦で優勝を競いました。
　時に笑い声も聞かれる和やかな雰囲気の中、力強いアタックが決まる
たびに観客からは歓声が沸き起こり、参加者はスポーツの秋を堪能してい
ました。
　なお、試合結果は以下のとおりです。

木曽岬町スポーツ少年団 柔道教室大会結果木曽岬町スポーツ少年団 柔道教室大会結果

第57回町内バレーボール大会試合結果第57回町内バレーボール大会試合結果

【第8回ゆめはまカップ結果】
•小学１年生の部
　　準優勝　　伊藤　嬉一 さん（栄）　写真右
•小学４年生の部
　　３　位　　小久保　碧 さん（小林）写真左

【第62回桑名市民スポーツ大会柔道競技・
第52回桑名地区柔道大会結果】

第８回ゆめはまカップ
第62回桑名市民スポーツ大会柔道競技・第52回桑名地区柔道大会

•小学４年生の部
　　準優勝　　小久保　碧 さん（小林）写真右
　　３　位　　横井　時義 さん（見入）写真左
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（男子の部）
　優　勝：そろそろ勝たせて
　準優勝：絆
　第３位：暴れん坊将軍
（女子の部）
　優　勝：Ｍ.Ｉ.Ｘなでしこ
　準優勝：ハッピーフレンド
　第３位：弥富にくきゅうＬ

男子の部優勝：そろそろ勝たせて 女子の部優勝：Ｍ.Ｉ.Ｘなでしこ
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「令和7年度全国学力・学習状況調査」の結果から
　この調査は、小学校６年生・中学校３年生を対象に、学力及び学校生活や家庭生活の様子を把握し、
今後の学習や生活の改善に必要な取り組みを検証していくために実施されているものです。今年度は
国語・算数（数学）・理科が実施されました。
　木曽岬町では、小学校・中学校の全教科で全国の平均正答率を上回りました。その中で、国語では、
目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝
え合う内容を検討することができるかどうか等に課題が見られました。算数（数学）では、示された
資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することができるか等に課題が見られま
した。理科では、学習した知識を基に、知識及び技能を関連付けて、分析して解釈できるか等に課題
が見られました。今回の結果を踏まえ、見えてきた課題について指導改善を進めていきます。

　児童生徒質問紙調査では、小学校６年生・中学校３年生ともに「将来の夢や目標を持っている」と
いう質問に肯定的に回答した児童生徒の割合が高い結果となりました。「夢に向かってがんばる木曽
岬っ子応援キャンペーン」の取り組みが成果になって表れてきていると考えられます。

※中学校理科は、学習用端末を使ってオンラインで試験を行うCBT（Computer Based Testing）での実施
　に伴い、IRT（Item Response Theory：項目反応理論）に基づく結果分析が行われているため、平均正
　答率ではなく、IRTスコアが公開されています。
※IRTスコアは、各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準に得点で表示されるものです。
※次年度以降、CBTで実施される教科の調査結果は、IRTスコアで示される予定です。

：全国平均を上回ったもの ：全国平均を下回ったもの

国 語
木 曽 岬 町

木 曽 岬 町

三 重 県 66.0

53.0
54.3

66.8
57.0

47.0
48.3

58.0
56.0

※498
※503

57.1

三 重 県

全国（公立）

全国（公立）

理 科算数・数学

小学校
６年生

中学校
３年生

◎今後の取り組みについて
①継続的な授業改善の推進
　•主体的・対話的で深い学びを実践し、児童生徒が主役となれるよう、授業改善に取り組みます。
②タブレット端末を有効活用した授業づくりの推進
　•デジタルドリルなどを活用しながら、子どもたちの学習の定着を図っていきます。
　•子どもたちが自分の考えをまとめ、班や学級で交流し深め合うために、授業の中でタブレット
　　端末を意図的に活用していきます。
③「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン」の推進
　•学校と家庭・地域がともに児童生徒のがんばりを認め、応援していく機運を高める取組を継続
　　していきます。
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　10月25日（土）、木曽岬キッズレクリエーションクラブと町体育協会が主催した『第1回木
曽ッザニアイベント』が町体育館及びふれあいホールで開催されました。
　当事業は様々な職業体験などを楽しみながら、社会のしくみを学ぶことができる「子どもが主
役」のイベントです。子ども達は道具や設備を使って、大人のように色々な仕事などを体験する
ことができ、自主性を育むと共に、人格の成長などを向上させることを目的にした取組みとなり
ます。
　当日は木曽岬町や桑名市、弥富市、名古屋市などから244名の子ども達と保護者が参加し、
ピザ店員やパティシエ・自動車整備士・大工・ネイリストなどの職業体験や、農業用トラクター
や大型トラックの乗車体験、畳コースターや竹灯篭・小物入れなどのモノ作り、きそさきＡＺク
ラブのチアダンスの発表、唐揚げや木曽岬産コシヒカリでにぎったおにぎり・水出しコーヒーな
どの飲食ブースで楽しそうな笑顔が見られました。
　イベントの最後には、全国でも有名でテレビなどにも出演している「三重高校ダンス部」が登
場し、圧巻のダンスを披露して会場を沸かせました！
　様々な職業体験などを通じ、非常に楽しい思い出を作ることが出来ました。

第1回木曽ッザニアイベントが
開催されました！

第1回木曽ッザニアイベントが
開催されました！

第1回木曽ッザニアイベントが
開催されました！
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　木曽岬小学校では、ここ数年キャリア教育の一環として、修学旅行でキッザニア甲子園を訪れています。今年も
６年生が体験してきました。事前には「どんな職業があるのか」「どんな仕事をしてみたいか」を考えながら、わ
くわくした気持ちで準備を進めてきました。子どもたちは、行く前と行ったあとで「働くこと」への感じ方が少し
ずつ変化していったようです。今回は、修学旅行での仕事体験の様子を紹介します。

　子どもたちは、体験を通して「働くことの大変さ」の中にも、“人の役に立つ喜び”を感じ取っていました。「相
手の立場になる」、「どうすれば喜んでもらえるか考える」といった言葉には、心の成長がにじみ出ています。
　この体験が、将来の夢や目標を思い描くきっかけとなり、日々の学びを大切に重ねていってほしいと願っています。
地域の皆さまも、子どもたちが未来の社会で誰かの笑顔を生み出す“はたらく力”
を育んでいけるよう、これからも温かい応援をよろしくお願いいたします。

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン4  連載シリーズ⑧【木曽岬小学校】

夢への一歩！キッザニアで学んだ「働く心」 ～６年生修学旅行より～

「働くって何だろう？」
◎事前学習では…
　「生活のためにがんばること」、「自分や家族のため」、「お金
　や収入のため」、「大変そう」、「人のため」、「みんなを笑顔に
　するため」などの意見が出ました。
◎体験後は…
　「相手の立場になる気持ちが必要」、「覚えることがたくさん
　ある」、「やりがいがある」、「どうすれば人を喜ばせられるか
　考える」、「協力が大切」、「命を救う」、「学んだことを活かす」
　など、働くことの意味をより深く感じ取っていました。

お仕事体験！ がんばったよ
　ラジオ局のDJ、飲食店スタッフ、医療関係、製造業など、
さまざまな職業を体験しました。時間を見ながら予約をしたり、
空いた時間に別の仕事を選んだりと、思いどおりにいかない場
面もありましたが、その中で考えて行動する力を発揮していま
した。
　また、他校の児童や小さな子どもに優しく声をかける姿も見
られ、心温まる場面がたくさんありました。　子どもたちの感
想からは、学びの深さが伝わってきます。まるで本物のような
手術体験や赤ちゃんのお世話、ダンスへの挑戦など、どの子も
真剣な表情で取り組み、目を輝かせていました。

●「予定していた体験はできなかったけれど、新しい仕事に出会えた」
●「ゲームで“遊ぶ”側から、“作る”側を体験できた」
●「初めはドキドキだったけど、実際にやってみたら楽しかった」

子どもたち子どもたち

感想感想
の



14広報きそさき　2025.12.1

今月の図書館コーナー
　今年も一年ありがとうございました。師走に入り、あちこちからクリスマスソングが流れる季節となりました。
師走の語源の通り、忙しく過ごす方が多いですが、慌ただしい日常の合間にこそ、静かに本と向き合う時間を
持つことをおすすめします。一年を振り返りながら読む一冊、来たる新しい年に思いを馳せて読む一冊、ほっ
とする一冊、年末年始にじっくり読む本を選んでみてはいかがでしょうか。図書館では、いろいろな過ごし方
に寄り添う本を用意しています。心も体も温まる読書の時間をお過ごしください。来年もどうぞ、図書館をご
利用くださいますよう、よろしくお願いします。

イベント おすすめの一冊紹介

　おばあちゃんと孫のきりちゃんが一緒におせち作り
に挑戦するお話です。商店街での買い出しから、料理
の手順をおばあちゃんがやさしく教えてくれます。家
族でお正月を迎える準備や伝統的な食文化を学べ、日
本の良さを再認識できる絵本です。
　おばあちゃんの行事食シリーズは「ななくさがゆ」「え
ほうまき」「ひなちらし」「おはぎ」の５冊で、すべて
版画で描かれています。大人の方にもおすすめの絵本
です。

「おばあちゃんのおせち」
野村たかあき作・絵／佼成出版社／児童　Eノム

としょかんまなびや
●日　時／ 6日（土）
　　　　　終日
●テーマ／「まつぼっくりでツリーを作ろう」
●対　象／中学生以上
　　　　　※親子連れでも可

譲渡会のお知らせ
●日　時／ 2日（火）～ 28日（日）
　雑誌・一部小説等お譲りします！

図書館よみきかせ会「クリスマスのおはなし」
●日　時／ 6日（土）
　　　　　午前11時～午前11時30分
●対　象／年齢制限なしでどなたでも参加していた
　　　　　だけます

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または
　役場東口入口右の返却ポストに返却
　をお願いします。
●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

コーナー紹介
一般コーナー「冬じたく」（メイン展示）
児童コーナー「お仕事本」（児童棚）
ミニコーナー「先人の知恵

　（おばあちゃんの知恵袋）」
（カウンター横）

12月 図書館カレンダー

●休館日　■祝日　★読み聞かせ実施日　▲まなびや実施日・としょかんカフェ

日 月 火 水

8

21
28 29

9 10
15

6
13

22

12

木 金 土

11
1 2 3 54

16 17 1918
23 24 2625

31 1／1 1／2 1／3
1／4

30

20
27

14
7

← 年 末 年 始 特 別 休 館 →

年末は２９日から閉館、年始は1／4から開館です。

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ボッチャやモルックなどを実施していますのでぜひ体育館へ
お越しください。
21日㈰　午後1時～午後4時

7日㈰　午前9時～午後4時　　21日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎休館中教育関連施設

開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時
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木曽岬町では令和7年4月より、
電子版母子健康手帳アプリ「トマッピーキッズアプリ」
を開始しました。

●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●12月の子育てサロンのお休み
　5日㈮、12日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン
●開設日／木曜日
●時　間／午前9時30分～午後3時30分
●場　所／保健センター

カウンセリング
（要予約　68-6119）

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6119

「トマッピーキッズアプリ」「トマッピーキッズアプリ」「トマッピーキッズアプリ」
について紹介します。今回は

トマッピーキッズアプリとは？
　木曽岬町の子育てに関する情報がスマートフォンで入手できます。また、お子さんの成長や予
防接種の記録を管理できるスマートフォン向けアプリ（電子版母子健康手帳アプリ）です。無料
でお使いいただけます。

トマッピーキッズアプリの機能
（妊娠中）
•妊婦健診、健康診断の記録管理：
　妊婦健診の結果や妊婦さん、赤ちゃんの体重の記録をグラフで確認できます。
•歯科健診の記録：
　歯の状態や歯肉の炎症の有無などの記録を入力できます。
•思い出の共有：
　妊娠中の思い出や記録をお父さんやおじいちゃん、おばあちゃんとも共有できます。
•妊娠週数に応じて、医師監修のメッセージが表示され、自分自身の状態が把握できます。
（出産後）
•成長の記録：
　お子さんの身長、体重を入力すると発育曲線が自動的に表示され、成長が一目で確認できます。
　成長の記録は写真付きで日記のように残せます。
•できたよ記念日：
　寝返りやハイハイ、誕生日などを写真やイラストで残せます。
　記録データは、家族に共有可能です。
•予防接種管理：
　お子さんの生年月日や接種履歴から適切な予防接種時期を自動的に算出し、接種予定日が近
　づくと事前に通知が届きます。

【アプリのダウンロードについて】
•アプリストアからダウンロードして、簡単に登録ができます！
　1. 「母子モ（ボシモ）」で検索！
　2. 右記のQRコードを読み取ってダウンロード！
　3. Web版：https://www.mchh.jp
※外国語での利用も可能です。
　英語、中国語、スペイン語など12言語に対応しています。 こちらから

ダウンロードできます
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町内10月の交通事故

●件数／24件（162件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（11人）
（　　）…令和7年累計

ミーポ君 ■桑名警察署　　☎（0594）24-0110警察署コーナー

年末の交通安全県民運動
12月1日（月）～12月10日（水）

「夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン運動」実施中
実施期間　10月1日～12月31日

やさしさが　安全つなぐ　三重の道　～歩行者のハンドサインは赤信号～

１２月１日は、「三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす推進運動の日」

三重県交通安全県民運動スローガン

運動の重点

推 進 事 項

①こどもと高齢者の交通事故防止
次代を担うかけがえのないこどもと、交通事故死者全体の約７割を占める高齢者を、社会全体で交
通事故から守りましょう。
特に、夕暮れ時や夜間は、運転者は早めにライトを点灯、歩行者は反射材
用品や明るい目立つ色の服装を着用して事故防止に努めましょう。

②横断歩道における歩行者優先の徹底と安全な横断方法の実践
横断歩道における歩行者優先はマナーではなく法律に定められた「ルール」です。
運転者は、歩行者優先意識を徹底するとともに、「思いやり・ゆずり合い」運転を励行し、安全運
転に努めましょう。
歩行者も交通ルールを守って、安全に横断しましょう。

③シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
交通事故に遭った時の被害を軽減させるため、車に乗った時は全ての座席でシートベルトを着用し
ましょう。
６歳未満の幼児を乗せる時は、チャイルドシート等を正しく使用し、６歳以上でも体格等の事情に
より、シートベルトを適切に着用できない場合は、チャイルドシート等を使用しましょう。

④飲酒運転をはじめとする悪質・危険な運転の根絶
飲酒運転は重大な犯罪で、厳しい処罰を受けることになります。
県民一人ひとりが「飲酒運転は絶対いない、させない、許さない」という強い自覚を持ち、飲酒運
転を根絶しましょう。
また、悪質で危険な「あおり運転（妨害運転）」や「ながらスマホ」は絶対にやめましょう。

⑤自転車・特定小型原動機付自転車に関する交通ルールの理解･遵守の徹底と
　ヘルメットの着用促進
自転車特定小型原動機付自転車を利用する際は交通ルールを正しく理解・遵守して、安全に利用し
ましょう。
また、自分の大切な命を守るためにヘルメットを着用しましょう。

●夕暮れ時又は天候に応じたライト点灯（自動車、オートバイ、自転車）
●反射材用品の着用促進（歩行者、自転車運転者）
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12月18日

1月15日

2月19日
3月19日

12月
令和8年
1月
2月
3月

　
１２
月
６
日（
土
）、
１０
日（
水
）、

　
　
　
１７
日（
水
）、
２４
日（
水
）

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
き
れ
い
で
活
躍
し
そ
う
な

モ
ノ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
必
要
な

人
に
譲
る
不
用
品
交
換
の
お
店
を
開

催
し
ま
す
。

●
場
　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　
管
理
棟
２
階

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
４０２８
）

●
時
　
　
間

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
対
　
　
象

　
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、
東
員
町
の

　
在
住
者

●
取
扱
商
品

　
家
具
類
、
衣
類
、
食
器
類
、
お
も

　
ち
ゃ
、
絵
本
等

　
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り
と
も
お
ひ

　
と
り
様
５
点
ま
で

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
　
商
品
紹
介
な
ど
弊
社
ホ
ー
ム
ペ

　
　
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失

業
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で

す
。
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い

て
、
１
人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若

者
に
対
し
、
相
談
場
所
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま

で
を
全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く

だ
さ
い
（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３

５
９
│
７
２
８
０
）

●
時
　
　
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

●
場
　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉・教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室

●
対
　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目

　
指
す
方（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
令
和
８
年
１
月
１７
日（
土
）午
後
２

時
３０
分
よ
り
、
桑
名
市
の
柿
安
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
各
地
で
大
規
模
水
害
が
頻
発
す
る

今
、
広
大
な
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が

広
が
る
木
曽
三
川
下
流
部
に
お
い
て

水
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
広
域
避

難
に
関
す
る
特
別
講
演
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
参
加
に
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
以
下
の
ウ
ェ
ブ
フ

ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
１
月
１７
日（
土
）

　
午
後
２
時
３０
分
〜

　

※

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
を
ご

　
　
確
認
く
だ
さ
い

●
場
　
　
所

　
柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル

　
（
桑
名
市
中
央
町
３
│
２０
）

●
主
　
　
催

　
木
曽
三
川
下
流
部
広
域
避
難
実
現

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
海
津
市
、愛
西
市
、

　
津
島
市
、
弥
富
市
、
蟹
江
町
、
飛

　
島
村
、
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、
中

　
部
地
方
整
備
局 

木
曽
川
下
流
河

　
川
事
務
所
）

●
内
　
　
容

　
防
災
に
関
す
る
特
別
講
演　
ほ
か

●
特
別
講
演
講
師

　
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環

　
特
任
教
授　
片
田
敏
孝
氏
、

　
伊
勢
湾
台
風
語
り
部

●
定
　
　
員

　
２
０
０
人

●
参  

加  

費

　
無
料

●
申
　
　
込

　
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
（
左
記
の
二
次

　
元
コ
ー
ド
）
に
て

　
　
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱

　
　
☎
０
５
２
│
９
５
０
│
２
６
９
６

　
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
は
、

周
り
の
人
の
理
解
と
認
識
が
あ
っ
て

こ
そ
実
現
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
普
段

の
生
活
の
中
で
自
ら
実
施
で
き
る
配

慮
や
工
夫
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

モ
ノ
・
コ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
催

ホームページは
こちらから

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

木
曽
三
川
下
流
部
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

１２
月
３
日
か
ら
９
日
は

『
障
害
者
週
間
』
で
す

問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
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情
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〇
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募

　
集
し
て
い
ま
す
。

〇
幅
広
い
世
代
の
８
万
２
千
人
以
上

　
の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の

　
楽
し
み
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学

　
ん
で
い
ま
す
。

〇
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

　
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

　
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１

　
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

　
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
三
重
学

　
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
│
２
３

　
３
│
１
１
７
０
）
ま
で
ご
請
求
く

　
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　
ト
か
ら
の
資
料
請
求
も
可
能
で
す
。

〇
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月
２７

　
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
１６
日
ま

　
で
。

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

広
告
主
募
集
！！

　
木
曽
岬
町
で
は
、
企
業
や
団

体
及
び
商
店
な
ど
の
事
業
活
動

を
支
援
す
る
た
め
「
広
報
き
そ

さ
き
」
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を

ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
広
告
内
容

に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
広
告

主
に
帰
属
し
、
町
が
推
奨
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
配
布
地
域

•
木
曽
岬
町
全
域

　
約
１
，
８
０
０
世
帯

•
関
係
機
関
等

　
約
１
０
０
か
所

★
規
　
　
格

•
１
枠　
（
縦
５０
㎜×

横
１７０
㎜
）

　
４
，０
０
０
円

•
２
分
の
１
枠

　
　
　
　
（
縦
５０
㎜×

横
８５
㎜
）

　
２
，０
０
０
円

　
　
議
会
事
務
局

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
８

問

年末・年始　医療機関の休日診療のご案内
診 療 日

12月30日㈫

12月31日㈬

1月  2日㈮

1月  3日㈯

医療機関名 住 所

桑名市鍛治町9 0594－21－9916

電　　話 診療時間

内

科

歯

科

12月30日㈫
12月31日㈬
1月  2日㈮
1月  3日㈯

桑名市応急診療所
（桑名市ふれあいてんげんプラザ内）

午前9時30分
　　～正午
午後1時
　　～午後4時

丹羽歯科
ふじた歯科
こんどう歯科
二之宮歯科医院
星見ヶ丘田中歯科医院
西岡歯科醫院
ファミリー歯科クリニック
なばな歯科医院

桑名市伊賀町47
桑名市長島町西外面1580-1
桑名市桜通18番地
いなべ市北勢町東村280-5
桑名市星見ヶ丘2丁目608
いなべ市北勢町阿下喜256-9
桑名市星川841-1
桑名市長島町福豊833-4

0594－23－7788
0594－42－3718
0594－23－1515
0594－72－8001
0594－32－3313
0594－72－2776
0594－32－0001
0594－45－8787

午前9時～正午

年末・年始休業のご案内
年末・年始の役場などの施設や各種業務の休業は下記のとおりです。

休み期間中は、町民の皆さまに何かとご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

役 場
福祉・教育センター
保 健 セ ン タ ー
図 書 館

12月28日㈰～令和8年1月4日㈰

臨時休館中

12月29日㈪～令和8年1月3日㈯
令和8年1月1日㈭町 体 育 館

北 部 公 民 館
文 化 資 料 館

12月27日㈯～令和8年1月4日㈰
※出生届、死亡届、婚姻届など戸籍関係の
　届出は、宿日直者によって受付けます。

ご み 収 集 業 務

し尿・浄化槽汚泥
収 集 業 務 12月27日㈯～令和8年1月4日㈰

火 葬 業 務

12月27日㈯～令和8年1月4日㈰
※別添折込みチラシをご覧ください。

※年末は、し尿収集業者が大変混雑しますので、収集希望の方は12月17日
　（水）までに㈱コスモ（☎0594-22-2211）にご連絡ください。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
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月カレンダー12

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
地域包括支援センター68－8183

住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課
産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎週火・金曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

不燃ごみ 3日・17日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
10日

毎月第４水曜日
24日

21日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
3日・10日・17日・24日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

3 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

17㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

19㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

18㊍•北勢地域若者サポートステーション出張相談in木曽岬
福祉・教育センター和室 要予約

☎059-359-7280
午前9時30分～午前11時30分

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

毎月第１・第３水曜日

24㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

25㊍•行政相談・人権相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

23㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

16㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

4 ㊍•1歳半健診・3歳半健診•大人カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時15分～午後2時15分
午前10時～正午

8 ㊊•音楽療法 福祉・教育センター 午前10時30分～午前11時30分

9 ㊋•のびのび指導室•母乳相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時30分～午前10時30分
午前10時～午前11時

11㊍•カウンセリング•すくすくひろば
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119午前9時30分～午後3時30分
午前10時～午前10時30分

12月の納付
●固定資産税（12/25納期限） …………… 第３期分
●国民健康保険料（12/25納期限） ……… 第６期分
●後期高齢者医療保険料（12/25納期限）  第６期分
●水道料金・下水道使用料（12/25納期限）   Ａ地区
●保育料等（12/25納期限） ………………… 12月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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令和７年度防火ポスターの
表彰式が行われました
令和７年度防火ポスターの
表彰式が行われました
令和７年度防火ポスターの
表彰式が行われました
令和７年度防火ポスターの
表彰式が行われました

　火災予防啓発事業の一環として、桑名市消防本部において、管内の小・中学校の児童・生徒を
対象に防火ポスターの募集が行われたところ、各学校で選ばれた作品278点の応募がありました。
　管内市町の教育関係者等による応募作品の厳正な審査の結果、76点の入賞が決定し、その表
彰式が10月15日に桑名市消防本部で執り行われ、町内では次の皆さんが入選されました。おめ
でとうございます。
　入選作品は、11月7日（金）～ 11月16日（日）の期間はイオンモール桑名にて、11月18日（火）
～11月30日（日）の期間はイオンモール東員にて展示され、火災予防の普及啓発が行われました。

村田有理愛
むら た あ り あ

さん

黒宮はるか
くろみや

さん

町長賞

防火協会長賞

消防長賞

優秀賞

優秀賞

木曽岬小学校 ６年

木曽岬小学校 ６年

木曽岬小学校 ６年

木曽岬小学校 ６年

木曽岬小学校 ６年

加 藤 由 奈
か とう ゆ な

さん

小学校の部 中学校の部

宮 本 優 月
みや もと ゆ づき

さん町長賞

防火協会長賞

消防長賞

優秀賞

優秀賞

川 端 紗 世
かわ ばた さ よ

さん

半 羽 紗 菜
はん ば さ な

さん

鈴 田 蓮 希
すず た はず き

さん

上 原 琴 茜
うえ はら こ あ

さん

木曽岬中学校

木曽岬中学校

木曽岬中学校

木曽岬中学校

木曽岬中学校

３年

３年

３年

２年

３年

田 中 　 凛
た なか りん

さん

花 井 　 澪
はな い みお

さん

小
学
校
の
部
　
町
長
賞
の
作
品

中
学
校
の
部
　
町
長
賞
の
作
品

校長　加藤さん　田中さん　黒宮さん　村田さん　町長 町長賞　宮本さん


